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判例柿究

ー
一
二
川
九
日
に
同
人
と
協
議
離
婚
し
た
段
、
平
成
一
七
年
六
川
に
本
件

で
逮
制
さ
れ
る
ま
で
の
約

T11問
、
同
人
ん
で
同
人
と
同
閉
山
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
川
一
六
年
八
川
下
旬
こ
ろ
か
ら
阿
刊
二
月
七
円
こ
ろ
ま

で
の
間
r
削
絞
七
回
に
わ
た
り
、
同
人
上
々
に
お
い
て
川
人
所
有
の
現
金
合
計

ヒ
一
主
万
川
を
紛
取
し
た
。

第
一
審
で
弁
識
人
は
、
「
刑
法
二
阿
同
条
一
項
の
刻
定
は
内
縁
関
係
に

も
適
用
ま
た
は
準
用
」
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
ー
+
張
し
た
が
、
第
一
審
判

決
戸
東
対
地
刊
ヤ
此
七
刊
九
月
七
円
刑
集
ハ
(
ノ
一
巻
ハ
り
川
一
八
一
山
)
は
、
「
刑
法

一
四
川
条
一
取
の
配
偶
者
-
と
は
民
法
上
婚
姻
が
有
効
に
成
ム
忙
し
て
い

る
場
合
に
限
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
内
縁
関
係
な
い
し
準
給
関
係
を
合
ま
な
い

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
仮
に
弁
芯
人
が
土
仮
す
る
よ
う
に
本
件
犯
行

当
時
紋
日
人
と
被
害
者
が
山
刊
紙
問
係
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
刑
法
一
川
凶

条
一
項
を
遁
用
ま
た
は
準
用
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
同
日
明
を

適
肘
ま
た
は
準
肘
し
な
か
っ
た
(
態
役
一
年
六
H
1

こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
人
は
第
市
で
と
阿
様
に
ヱ
張
し
て
控
訴
し
た

が
、
控
訴
存
判
決
へ
東
京
高
判
平
成
一
八
年

責
)
は
、
「
刑
法
二
四
川
条
一
項
に
い
う

『配
偶
計
』
と
は
民
法
上
耕
銅

の
成
す
し
て
い
る
者
を
い
う
の
で
あ
っ
て
内
縁
関
係
は
含
ま
れ
な
い
と
解

さ
れ
る
し
、
こ
れ
を
本
引
事
案
に
準
用
す
べ
き
で
あ
る
と
も
肝
さ
れ
な
い
」

と
し
て
、
控
訴
を
転
却
し
た
c

月
一
八
H
刑
集
大
口
巻
!
っ
勺
四
八
六

取
の
「
配
偶
者
」
に
は
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こ
れ
に
対
し
て
弁
護
人
は
、
刑
法
問
凶
条

内
縁
の
配
偶
者
も
含
ま
れ
る
か
ら
同
項
を
本
件
に
適
巾
す
べ
き
で
あ
り
、

仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
準
用
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
て
卜
竹

し
た
の

【
決
定
要
旨
】
上
告
棄
却
、

最
門
同
裁
は
、
弁
護
人
の
卜
日
趣
意
を
適
法
な
卜
日
現
由
に
あ
た
ら
な
い

と
し
て
棄
却
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
職
住
刊
断
を
示
し
た
c

「
刑
法
一
凶
四
条
一
項
は
、
刑
の
必
要
的
免
除
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ

て
、
免
除
を
交
け
る
者
の
純
凶
は
明
確
に
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
り
し
て
、
山
絞
の
配
偶
者
に
通
用
止
は
類
推
適
刷
き
れ
る
こ
と
は
な
い

と
併
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
つ
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
阿
条
項
の
、
坦
用
等
を

し
な
か
っ
た
原
判
決
の
柿
論
は
正
当
と
し
て
川
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

【
評
釈
】
一
本
次
定
は
、
刑
法
一
同
同
条

る
)
が
内
縁
の
配
偶
者
(
但
1
U

本
件
で
被
告
人
と
被
活
苫
が
わ
九
峠
、
内
縁
問
係

項
(
以
卜
、
本
条
刷
と
い
う
こ
と
が
あ

に
あ
コ
た
と
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
}
に
よ
る
窃
採
に
適
用
ま
た
は
類
推
迫
崩

戸
以
十
、
適
同
ヰ
と
い
、
つ
こ
と
が
あ
き
さ
れ
る
か
に
関
し
て
、
消
極
に
肝
す

る巳
u
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
c



本
決
定
の
意
義
は
一
一
{
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
本
決

定
が
、
最
卜
級
裁
判
所
と
し
て
初
め
て
、
本
条
項
が
内
縁
の
配
偶
有
に
よ

る
窃
捺
に
、
週
用
時
守
さ
れ
る
か
に
閉
し
て
判
断
を
一
ボ
し
た
点
で
あ
る
〕

第
に
、
本
決
定
が
本
条
頃
の
へ
泊
周
の
み
な
ら
ず
)
類
推
適
肘
の
余
地

も
否
定
し
た
点
で
あ
る
戸
木
ー
決
定
は
知
抗
適
用
の
余
地
を
ほ
の
め
か
l
J
た
「
原
判

決
内
結
論
は
市
心
」
〔
時
点
引
用
古
)
と
し
、
ま
た
ふ
決
定
が
事
誕
の
特
殊
性
を
考
愚
し

た
彬
時
は
J
U
A
し
な
い
(
)
後
掲
山
口
〔
俗
〕
一
四
貝
事
出
)
。
な
ぜ
な
ら
、
従
、
削

の
下
扱
存
裁
判
例
の
中
に
は
、
そ
の
余
地
を
ほ
の
め
か
す
刊
決
も
存

ιし

た
か
ら
で
あ
る
(
朽
山
[
属
高
判
明
刊
一
六
介
二
日
一
一
一
円
判
特
一
七
号
瓦
山
民
主
問
。

も
っ
と
も
、

U
判
決
は
当
誌
や
嘆
に
知
推
適
肘
し
ご
い
な
い
(
佼
柑
料
氷
一
人
育
、
作
〔
一

二
参
照
。
ま
た
、
通
説
も
適
川
戸
守
を
否
定
す
る
内
田
町
人
附
「
刑
法
各
論
z

〔
第
一
帽

九
九
八

一
ハ
七
門
、
情
回
干
三
訂
別
世
各
Z
F
「
誌
一
版
増
補
一
コ
ワ
一
一

一
四
貝
な
ど
参
同
)
他
方
、
ト
岨
同
比
一
寸
を
肯
記
す
る
見
肝
も
有
力
で
あ
る
(
大
谷
断

『刑

法
講
喪
か
什
叫
一
岬
一
「
新
版
第
一
版
、

。。七」
一
財
、
業
政
信
出

『刑
法
各
論

一
眠
、
一
つ
ひ
三

一
七
質
、
中
保
育
官

J
刑
法
各
論
L

〔
第
一
板
、

L

L

、

j
j
lノ
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七
、
、
平
川
宗
倍
1

刑
U
各
論
」
「

罪
概
念
L
C
川
町
性
-
「
一
ー
九
九
ヒ
/
川

九
九
f

ハ
〕
二
日
立
一
山
、
松
原
芳
博

『犯

一
六
貝
日
比
〔

四
日
事
問
、
u

も
っ
と
も
、
木
条
項
で
は
刷
用
と

類
推
適
胤
と
で
本
町
的
な
追
い
は
な
い
。
本
決
定
も
「
適
用
え
は
飢
阿
佐
適
用
」
と
し
て

両
右
を
峻
別
し
て
い
な
い

な
お
徒
指
山
口
〔
絡
」
一
同
員
会
山
J

U

第
三
に
、
本
決
定
が
従
前
の
下
級
詐
裁
判
川
例
と
は
ま
っ
た
く
弘
な
る
理

出
づ
け
で
迫
刑
執
寸
を
百
{
ぶ
し
た
点
で
あ
る
υ

本
決
定
と
一
則
拘
・
名
+
門
出
向

刊
昭
刊
一
八
年
二
月
二
円
を
除
く
)
従
前
の
下
級
審
裁
判
例
は
迫
肘
HI
寸
を
肖

定
す
る
と
い
う
結
論
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
決
疋
の
最
も
重
県

な
且
誌
は
こ
の
内
…
に
あ
る
と
言
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
決
f

疋
は
、
第
に
な
ぜ
従
前
の
珂
由
づ
け
を
採
用
し

な
か
っ
た
の
か
、
第
一
に
如
何
に
適
崩
等
を
行
定

υ

た
の
か
が
、
問
題
と

な
る
のこ

ま
ず
、
な
ぜ
本
決
定
は
従
削
の
理
由
ワ
け
を
採
用
し
な
か
っ
た
の

か
、
に
つ
い
て
検
討
す
る
の

「
何

究会

(
一
)
多
く
の
下
級
審
裁
判
例
は
、
本
条
項
の
「
配
偶
占
一
が
民
事
実

体
法
L
L
有
効
に
婚
姻
の
成
す
し
た
者
に
限
ら
れ
る
と
し
て
、
適
用
等
を
併

し
返
し
と
き
た
。
例
え
ば
、
仙
台
古
判
昭
和
一
七
午
一
月
一
一
日
判
持
二
一

号
九
頁
は
、
「
刑
法
第
二
川
同
条
第
一
項
に
よ
り
窃
海
の
維
を
犯
し
た

者
が
、
其
の
川
を
免
除
さ
れ
る
場
介
は
犯
人
と
被

τ者
と
の
聞
に
犯
以
当

時
民
訟
の
既
定
に
よ
る
所
定
の
親
族
関
係
あ
る
こ
と
を
必
以
と
す
る
」
と

し
て
、
迫
肘
等
を
肖
{
瓦
し
た
の
で
あ
る
(
ト
八
阪
商
刊
附
和
一
八
年
ハ

H
二〔、

H

貝
、
名
山
斥
高
判
叫
刊
二
一
介
七
月
一
四
円
高
刑
特
阿
世
一
同

判
特
一
八
【
勺
半

tu一
七
一

員

木
件
情

bMW~
び
原
審
も
同
旨

な
お
、
県
内
を
明
示
し
な
い
東
点

同
刊
日
利

人
年
一
円
j

月
h
H刊
持

凶
UH
も
同
日
ー
と
E
わ
れ
る

c

四
サ

北法SDU. 28:;) 283 



判例柿究

確
か
に
、
「
配
偶
者
」
を
含
む
本
条
項
の
「
刻
版
」
の
解
釈
如
何
は
民

法
典
の
組
疋
(
七
一
丘
久
へ
以
上
、
ヒ
三
条
以
下
幸
町
)
に
従
う
の
が
通
日
で

あ
ろ
、
つ
(
法
令
内
討
の
配
偶
脊
が
「
E

品
目
苫
」
と
同
等
ト
械
わ
れ
る
埼
合
、
例
え
ば

児
帯
以
戸
叶
防
止

U
一
条
川
サ
の
よ
っ
ド
ド
そ
の
旨
同
弧
占
ミ
一
ご
明
記
さ
れ
る

阿リ

拘

ト
八
阪
仙
判
川
和

八
年
六

M
二

C
Hも
参
開
)

し
か
し
、
そ
う
だ
か
り
と
い
っ

て
、
そ
れ
は
直
ち
に
「
配
偶
者
」
概
念
を
鉱
張
解
釈
〕
て

(
A
m

校
、
迫
崩

す
る
こ
と
を
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
類
推
適
用
す
る
こ
と
を
で
内
定
す
る

も
の
で
は
な
い
f

も
っ
と
も
、
肯
記
す
る
も
の
で
も
な
い
)
。
法
令
肘
語
ト
「
配

偶
者
」
が
法
律
婚
の
配
偶
者
を
伝
昧
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
議
論
の
前
提

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
(
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
適
同
仙寺
町
吋
合
を
決
す
る
理
出

と
は
な
り
得
な
い
η

以
下
、
「
配
偶
者
」
は
こ
の
正
味
で
の
み
使
則
す
る
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
配
偶
者
」
が
法
律
婚
の
配
偶
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
一
回
同
条
の
法
的
性
質
か
ら
基
礎
づ
け
た
ー
で
適
用
等
を
併

定
し
た
の
が
、
市
米
門
小
高
判
昭
和
六
心
年
九
月
三
心
円
判
例
体
系
(
第
一
切
)

刑

ロ
七
四
ー
ハ

で
あ
る
(
学
説
ず
は
、
仁
引
止
淳
「
親
族
相
次
皿倒
的
系
諸

九
八
!
っ
一
同
買
〔
迫
同
議
J
b
b

ニ門
2

と
が
先
駆
的
か
)
。

同
判
決
は
、
「
刑
法
二
同
四
条
一
項
は
、
視
族
間
的
事
件
に
つ
い
て
は
、

刑
罰
を
も
っ
て
ず
渉
す
る
こ
と
を
差
し
控
、
ぇ
、
家
庭
内
の
山
律
に
委
ね
る

と
い
う
刑
事
政
策
的
革
庖
に
基
づ
く
も
の
で
、
人
的
な
処
訂
阻
却
事
出
を

定
め
た
も
の
と
僻
き
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
項
に
い
う
配
偶
者
と
は
、
川
氏

と
依
拠
一
引
い
附
f
I
斗
ハ
〉
巻
四
サ
〔

法
上
婚
胴
が
有
効
に
成
斗
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
」
る
と
し
て
、
適
肘

等
を
否
山
疋
す
る
決
定
的
な
埋
市
川
を
川
了
以
卜
の
い
わ
ゆ
る
政
策
説
に
求
め
た

の
で
あ
る

北法:JD(1'284; 284 

同
判
決
が
適
用
等
を
行
定
す
る
上
で
最
も
且
仇
し
た
の
は
、
「
家
庭
内

的
一
日
律
に
委
ね
る
と
い
、
つ
刑
事
政
策
的
考
慮
一
で
あ
ろ
う
c

し
か
し
、
川
氏

事
判
例
止
ぴ
民
事
宇
説
上
「
配
偶
者
」
と
法
的
に
一
は
ほ
)
阿
等
に
扱
わ

れ
て
い
る
内
縁
の
配
偶
計
を
「
{
氷
庭
内
」
に
あ
る
者
と
評
価
す
る
こ
と
は

(
も
一
岬
理
畏
開
は
凶
作
八
在
る
が
、
後
拍
内
怖
心
二
七
買
右
段
、
同
一
泊
七
六
M
以
I
、
役
柄

清
水

二
員
以
卜
、
後
掲
前
野
二
一
口
問
以
下
寺
山
、
り
位
九
似
に
木
決
疋
あ
る

い
は
〔
裁
」
判
間
が
政
革
、
此
を
削
提
と
し
一
、
い
る
と
し
て
も
そ
れ
が
靖
ふ
酬
を
与
く

で
重
型
で
あ
る
な
ら
ば
、
木
決
定
は
そ
れ
を
明
不
L
た
で
あ
ろ
う

L
か
L
、
そ
う
L

て
い
な
い
こ
と
に
出
立
す
べ
き
で
あ
る
て
な
お
り
能
で
あ
る
戸
羽
に
、
政
策
乱
歩
一

採
用
す
る
山
口
厚

『刑
仏
各
首
1

「
愉
訂
版
、
一

C
O
丘
」
一
口
一
七
貝
〔
適
同
等
は
凶

即
〕
但
し
否
定
す
る
ま
で
も
な
い
と
す
る
〕
と
前
明
大
作
一
一
一
一
貫
[
ゐ
旭
川
川
守
を
背
出

で
は
結
論
を
異
に
し
と
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
」
れ
ん
ば
政
策
説
と
「
配
制
官
」
概
念
如

何
を
山
連
づ
け
て
い
な
い
三

(
二
)
と
こ
ろ
で
、

い
わ
ゆ
る
違
法
減
少
引
や
責
任
減
少
説
で
は
ど
、
っ

斎
藤
隆
親
族
間
的
財
産
引
搾
」
白
原
喜
夫
ほ
か
編

『判

で
あ
ろ
う
か
(
中
谷
凪
F

十

問
刑
法
研
究
市
ハ
来
亡
、
一
九
人
一
、

ま
ず
、
違
法
減
少
説
は
、
「
所
有
関
係
は
家
庭
外
の
場
介
よ
り
も
い
く

七
六
員
事
開
市



ら
か
ル
ー
ズ
で
あ
る
υ

」
へ
平
野
龍
一

刑
法
各
諭
の
諸
問
題

(
〉
」
払
ー
マ

一
号
〔
一
九
七
二
」

h

二
一
貝
と
し
て
、
(
広
礼
の
「
親
族
一
と
い
う
よ
り
は
む
〕
ろ
)

「
制
肘
(
の
組
放
-
」
に
そ
の
根
拠
を
本
め
て
い
る
よ
う
に
田
じ
わ
れ
る
(
恒
し
、

彼
岩
苫
の
暗
黙
の
同
意
を
淀
川
刑
す
る
、
桝
内
捷
二
親
朕
相
縦
」
聡
木
共
嵯
H
紋
む
主
『刑

法
の
争
ト
門
」
「
新
版
、

ハ
引
は
、
む
L
ろ
親
族
」
に
そ
の
桜
拠
を
ド
ド

め
て
い
る
し
y

ニ
ワ
ズ
ょ
う
}
じ
ま
た
、
民
事
判
例
は
当
該
川
女
関
係
が
内
縁
で
あ

る
と
認
J

疋
す
る
に
当
た
り
、
当
該
川
刀
女
が
口
'
門
山
牛
活
を
共
に
し
て
い
る
こ

と
を
つ
の
重
山
な
事
情
ζ

し
て
い
る
(
一
宵
周

γ
『事
再
婚
の
刊
例
総
什
肝
品

一
九
八
七
/

「
一
口
三
ハ
〕
一
貫
M

参
照
)
に
そ
う
す
る
と
、
内
縁
に
も
違
法
減
少
が

あ
る
と
-
一
円
え
る
よ
う
に
も
里
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
配
偶
計
一
が
「
同
居
(
の
刺
些
一
を
要
刊
と
し
て
い
な
い

の
は
、
行
為
者
と
紋
古
告
が
現
に
阿
閉
し
て
い
る
か
百
か
に
関
係
な
く
、

行
為
者
が
被
告
省
の
「
配
偶
長
」
で
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る

か
ら
、
「

M
R
一
に
南
目
し
て
適
用
等
の
可
肖
を
決
す
る
の
は
妥
当
で
な

一i
ハ
貝
注
一
一
七
〕
「
川
一
則
咋
を
肯
正
〕
と
桝
内
倹
二

『刑

い
(
な
お
、
前
掲
中
保

刑事判例叶究

法
各
論
』
「
一
む
の
一
〕
一
六
貝
「
泊
府
守
を

fhy主
ご
は
結
論
を

R
に
L
一
、
い
る
コ

次
に
、
頁
れ
減
少
以
は
、
「
親
族
問
係
」
に
「
特
有
」
む
あ
る
「
あ

る
検
の

EH
、去

を
背
景
と
し
た
誘
惑
的
な
要
凶
」
が
反
対
動
機
の
形

成
を
困
難
に
す
る
戸
別
相
松
原
二
八
九
氏
以
f
主
的
J

と
し
て
、
仏
設
の
「
親

族
」
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
c

同
説
の
論
者
の
中
に
は
開
催
に
適
肘
等
を

ー
円
冠
す
る
者
が
あ
る
へ
同
一
ん
ゴ
、
関
根
成
立

『刑
払
持
論
'
「
第
二
版
補
正
一
版
、

一一、)ハいハ

買
、
出
旧
共
之
「
川
法
詩
論
』
〔
第
問
似

-
A

凶
山

、j〕
二
/

〔

f
l

参
照
)
し
か
し
通
用
等
を
肯
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
巴
わ

れ
る
一
勺
別
掲
恰
以
四
一
川
氏
幸
町
1

「U
律
上
の
丈
柑
?
と
岡
山
僚
の
親
挟
特
省
の
語
感
要

同
が
認
め
り
れ
る
」
G

但
1
J

こ
の
場
合
、
「
親
族
問
係
」
に
叫
ム
竹
」
と
い
)
よ
り
は
む

し
ろ
、
「
開
詰
」
と
な
ろ
っ
コ

こ
の
よ
う
に
、
法
的
作
質
論
は
、
姐
用
等
の
H
H
J疋
否
定
い
ず
れ
の
結

論
に
も
ム
l
り
得
る
こ
こ
か
ら
、
そ
の
可
否
を
山
伏
す
る
珂
由
ζ

は
な
り
得
ず

(
後
掲
新
不
一
八
員
以
卜
、
後
掲
林
一
六
九
買
、
後
拘
同
即
日

九
州

μ
、
松
原

丹
怜
一
制
民
国
盗
例
一
西
田
叫
之
ほ
か
南

『刑
仏
心
争
f
M」
一

0
0
七
〕
一
七
一
行
、
ι怒り

阿
)
、
し
た
が
っ
て
、
従
引
の
理
由
つ
け
は
い
ず
れ
も
適
刷
等
の
叫
否
を

決
す
る
も
の
で
は
な
い
じ
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
決
定
は
そ
れ
を
採
用
し
な
か
っ

た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
、

:大

本
決
定
は
如
何
に
適
用
等
を
内
定
し
た
の
か

こ
J

、TI
、

l
J
し

ふ
央
斗
川
は
ふ

9
、心。

+

I

F

J
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(
一
)
本
決
定
が
適
肘
等
を
否
定
す
る
理
山
を
本
条
項
の
法
的
効
果
に

求
め
て
い
る
こ
と
は
、
判
文
上
明
ら
か
で
あ
る
つ
し
か
し
、
適
用
等
の
可

併
は
要
件
解
釈
如
何
に
よ
る
と
い
う
の
が
通
怖
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
「
刑

の
必
要
的
免
除
」
と
い
う
法
的
効
果
は
要
件
肝
釈
に
如
何
な
る
影
響
を
与



え
る
の
か
が
、
問
題
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
「
刑
の
必
鋭
的
免
除
一
と
は
如
何
な
る
法
的
効

つ
の
要
素
か
ら
な
る
吋

判例柿究

民
な
の
で
あ
ろ
う
か
そ
れ
は
次
の

一
つ
は
、

戸
一
刑
の
北
足
的
免
除
」
足
ぴ
一
刑
の
必
吏
附
FH
免
」
?
と
比
較
す
る
?
タ
ご
最
終
的
に
付

与
し
得
る
は
的
効
果
が
唯
一
で
あ
る
こ
と
一
役
掲
む
一
一
一
日
芸
附
¥
も
う

一
つ
は
、
そ
れ
が
(
同
根
に
最
終
的
に
付
与
し
作
る
世
的
幼
B
A
が
附
一
で
あ
る
「
刑

の
必
要
的
減
荘
一
で
は
な
く
)
「
刑
の
免
除
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
へ
一
川
町
必

で
あ
る
三

要
的
免
除
」
が
「
非
怖
に
強
い
効
川
米
」
〔
絞
持
行
一
一
一
財
」
九
ゅ
の
は
、
こ
れ
ら
の
た
め

さ
て
、
ま
ず
前
半
引
の
法
王
は
、
明
ら
か
に
「
刑
の
免
除
」
に
値
す
る
者

(
「
配
偶
有
」
)
以
外
へ
迎
肘
等
し
な
い
占
刷
へ
と
事
く
n

な
ぜ
な
ら
、
例
え

ば
最
終
的
に
付
与
し
得
る
法
的
効
果
が
「
刑
の
免
除
」
と
「
刑
の
減
軽
」

の
一
つ
あ
る
場
合
、
仮
に
「
刑
の
免
除
」
に
値
し
得
る
者
に
適
用
し
た
と

し
て
も
、
最
終
的
に
「
刑
の
減
荘
一
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
(
木
決
定
は
、

ふ
条
山
は
「
刑
の
必
要
的
免
除
を
目
的
る
」
「
町
内
引
刷
常
一
と
刊
一
小
し
て
い
る
)

ま
た
、
後
省
の
要
素
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
弔
一
史
な
の
は
、
「
刑
の

免
除
」
に
刑
法
問
ト
「
酌
量
免
除
」
規
定
が
与
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
c

適
用
等
す
る
と
い
う
こ
ト
と
は
、
ノ
什
為
省
と
被
害
者
の
当
該
関
係
が
「
刑
の

免
除
」
に
他
す
る
と
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
、
こ
の
判
断
は
事
案

仙
別
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
か
し
、
「
刊
量
免
除
」
規
疋

の
不
十
仔
杭
は
、
法
が
事
案
個
別
的
な
判
断
に
よ
る
刑
の
行
恕
を
「
削
の
減

科
二
ハ
ハ
久
へ
参
同
)
に
旬
め
る
趣
旨
と
理
解
で
き
る
そ
う
す
る
と
、
「
刑

の
免
除
」
も
、
明
ら
か
に
そ
れ
に
情
す
る
者
以
外
に
適
用
し
な
い
方
向
へ

と
導
く
こ
と
と
な
る
戸
ま
た
、
一
川
町
免
除
」
は
、
制
罪
か
成
立
す
る
に
も
か
か
わ

り
ず
、
そ
の
主
引
を
担
、
)
利
川
町
川
能
什
が
存
ん
引
L
九
ゆ
い
と
い
う
「
大
き
伝
効
果
」
〔
後
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掲
・
山
川
「
椅
」
一
山
一
旦
で
も
あ
る
り
「
刑
の
減
世
」
と
比
較
し
一
L

こ
れ
も
焚
件
解

釈
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
、
つ
)
い
ず
れ
に
ぜ
よ
、
木
決
U
は

「
免
除
を
市
受
け
る
者
の
柏
岡
は
川
市
に
{
ん
め
る
V
U
耐
久
が
あ
る
」
[
情
山
引
用
者
」
と
刊
一
小

し
ご
い
る
二

こ
の
よ
う
に
、
「
刑
の
必
要
的
免
除
」
は
一
つ
の
内
で
要
件
解
釈
に
「
配

向
計
一
以
外
の
占
を
含
め
な
い
方
向
へ
と
影
響
を
及
ぼ
す
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
つ
し
か
し
、
(
以
ー
の
検
討
か
ん
明
ら
か
な
よ
う
に
)
「
刑
の
必
攻

的
免
除
」
は
適
用
等
の
可
能
引
を
ι百
九
に
は
所
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

(
息
吹
件
解
刊
と

J
C
「
配
偶
者
」
以
外
の
お
が
汗
ま
れ
る
川
能
性
は
な
お
時
る
)
c

そ

の
五
味
で
、
そ
れ
は
「
弱
い
」
(
徒
掲
林
六
九
貫
}
即
由
と
言
え
る

(
二
)
そ
こ
で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
本
決
定
は
旭
用
等
を
否
定

し
た
の
か
が
問
担
と
な
る
。
明
確
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
「
刑

の
必
要
的
免
除
」
と
い
う
い
わ
ば
形
式
的
な
用
出
の
山
口
後
に
は
、
適
用
等

を
所
定
す
る
実
質
的
な
刃
出
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
八
口
条
の
法
的
効
果
は
本
条
項
と
同
械
に
「
刑
の
仏
句
史
的
免



除
し
で
あ
る
が
、
そ
の

こ
と
か
ら
直
ち
に
、
明
ら
か
に
寸
刑
の
免
除
し
に

値
す
る
省
(
問
え
ば
、
政
偽
書
ρ±
今
一
切
八
百
め
ず
に
犯
罪
事
廷
を
生
日
げ
土
苫
)
だ
け

に
阿
条
を
適
用
す
べ
き
と
ま
で
は
ニ
川
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

同
条
の
意
義
が
、
わ
為
宥
に
と
っ
て
最
も
魅
力
的
な
法
的
効
果
を
予
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
為
者
を
法
益
侵
害
結
果
惹
起
の
回
避
へ
と
誘
導
す

る
内
'
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
の
汁
い
換
え
る
と
、
八

O
条
の
「
刑
の
必
要
的

免
除
」
だ
か
ら
旭
川
範
囲
を
限
定
す
べ
き
で
な
い
と
も
育
え
る
の
で
あ
る

(九
三
条
判
省
も
問
機
で
あ
る
コ

そ
う
す
る
と
、
本
決
定
が
適
川
等
を
否
定
し
た
理
由
は
、

一
凶
四
条
一

取
の

「
刑
の
必
史
的
免
除
」
だ
か
ら
と
限
定
的
に
理
解
す
べ
き
こ
と
と
な

る
。

F
は
、
そ
れ
は
如
何
な
る
H
U

味
で
適
用
等
を
肖

止
す
る
実
到
的
合
理

由
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
(
な
お
、
本
七
条
一

項
と
の
同
係
仁
っ
き
、
副
揖

中
谷
H
扇
雌

七
七
良
害
間
三

刑事判例耐究

一同
凶
長

項
と
一
墳
で
は
、
科
刑
の
川
能
性
の
有
無
で
決
定
的
に
異

な
る
(
そ
れ
ゆ
え
、
向
項
問

ι法
的
な
木
均
筒
は
存
存
し
な
い
。
林
幹
人
司
刑
法
各
主
円

〔
第
一
版
一

C
Cじ
、
一

C
州
自
民
事
出
三
こ
の
疋
H
R
は
、
規
定
の
構
造
卜、

単
純
化
す
れ
ば
、
「
同
町
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
3

ま
た
、
そ
れ
は
、

従
削
の
下
級
審
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
「
事
実
上
肘
を
同
じ
く
し
て

H
詰
円

前
を
共
に
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る
(
担
山
居
高
刊
昭
和
-
じ
年

O
H
一

百
勺
二
バ
八
首
、

札
帆
高
判
明
和
-
八
年
八

H

問
H
高
刑
畳

一
円
H

川
刑
拙
半
量

六
巷
七
日
九
四
七
奥
東
京
高
判
昭
和

二一
司
九
月
二

日
仙
刑
特
回
世

九
ロ
勺
丘
円

凹
頁
、

札
制帆
品
判
昭
和
I
A

同
年
同
川

一七
日
両
刑
生
一

一
巻

号

C
H山示。阿ハ。

の
他
、

東
以
同
判
昭
和
一
λ
年一

O
H
n
二
日
品
刑
生
四
岳

ロ
勺
一
企
九
O
町
、
同
判

決
の
上
九
也
事
で
あ
る
a
m
決
昭
和
一
じ
午

一
月
一
六

H
裁
判
車
、
四
七
一
写
九

τ
一
良
、

東
ー
が
地
判
附
和
ニ
同
年
一
一
月
一

O
日
東
川
毘

O
畠

号
問
一
-
八
U
H
も
移
何
山o
b
7

説
も
川
機
で
あ
る
む
こ
れ
に
対
し
て
、
-
方
ヒ
条

巾
引
の
「
川
川
」
を
「
川

の
場
所

で
円
常
正
活
を
共
に
す
る
こ
と
一
と
出
廷
し
て
、
粕
川
市
同
項
の
適
同
を
併
定
し
た
原
判

決
に
対
し
、
叫
山
間
唱
和
-
-
年

H
一
九

H
刑
理
一
一
番
-
門
4

0
九
一
円闘
は
括

弧
』
き
で
、
「
な
お
本
件
を
刑
法

一丘
七
長

一
山
町
場
什
に
当
た
ら
な
い
こ
し
た
出
判
示

は
J
1
J
P
あ
る
一
と
し
と
ρ

同
決
定
が
上
記
出
発
を
も
n
y認
し
た
か
は
定
、か
で
な
いが、

一
四
四
条

川
引
の
「
川
川
」

と
は
定
実
か
お
均
し
て
異
な
句
何
る
た
め
、
そ
的
意
主
も
ま

た
黙
な
り
得
る
の
で
あ
る
じ
な
お
同
改
定
的
評
釈
で
あ
る
木
村
健
助
寸
判
批
」
以
商

凶

C
G
ロ
勺
「
九
丘
九
」

七
二
氏
参
間
一
、
昨
せ
て
、
佐
述
の
一
万
七
条

仰
に
閑

す
る
叙
述
箇
所
事
的

c

こ
れ
は
、

T
)口
市
を
同
じ
く
す
る
こ
と
へ
形
式
的
側
曹

と
、
③
日
常
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
(
実
質
的
剛
山
)
の
一
つ
の
挺
素
に
分

け
て
考
え
ら
れ
る
U

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
意
義
が
問
題
と
去
る
が
、

(
l

同
研
」
町
珂
論
的
宜
喪
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世
に
杭
み
れ
ば
、
な
お
世
煮
な
杭
剖
を
要
す
る
も
町
の
)
そ
れ
は
次
の
よ
、
つ
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(
な
お
以
下
で
は
、
ぶ
条
項
の
山内型

で
あ
る
住
川
崎
内
の
刷
物
を
A
Z
H
に
M
U
く
)。



判例 耐究

結
論
か
ら
一万
え
ば
、
上
記
一
つ
の
虫
烹
は
い
ず
れ
も、

不
特
定
ま
た
は

多
数
の
被
害
者
の
、
財
物
に
対
す
る
街
盗
写
に
よ
る
危
険
性
が
〔
一
且
に
)

類
型
的
に
減
少
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
埋
解
で
き
る
。
ま
ず
①
に
閲
し

て
、
被
舎
者
と
「
居
」

を
同
じ
く
す
る
こ
と
で
、
単

に

時

的

な

滞

ιと

比
較
し
て
、
行
為
ヰ
引
が
被
害
占
の
則
物
へ
扱
触
す
る
機
会
が
多
く
な
る
か

ら
で
あ
る

(行
為
者
が
世
沓
者
占
に

一
時
宿
泊
し
た
に
制
ま
る
事
案
ご
「
同
日
出
」
を

否
定
し
た
、
前
崎
札
幌
高
判
昭
和

一八
年
八
月
一
四

H
[学
説
上
も
異
論
が
会
い
、

書
附
')。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一行
為
者
は
特
定
か
つ
少
数
の
被
害
者
の
、
財

物
に
対
す
る
窃
盗
等
へ
と
、
ま
ず
均
向
付
け
ら
れ
る
。

ま
た
③
に
凶
し
て
、
被
害
者
は
、
行
為
者
と
「
川
市

4
活
」
を
H
ハ
に
す

る
と
.
そ
れ
と
あ
る
税
度
多
く
の
則
物
を
共
附
す
る
こ
と
仁
去
り
、
そ
れ

ゆ
え
自
身
の
財
物
に
関
す
る
所
有
制
念
が
希
薄
化
す
る
か
ら
で
あ
る
(
行

為
者
が
被
42
者
方
の
一主
に
居
仕
し
て
い
た
も
の
の
、
被
誌
者
的
部
犀
'
と
は
一
恒
両
さ
れ、

融
持
者
と
起
臥
寝
食
を
共
に
し
な
か
っ
た
事
誕
で
「
同
凶
し

を
合
忘
し
た
、
前
掲

'車

u
牢
的
判
昭
和

，ハA
1

0

月
二円

一地
了
説
上
も
輿
論
が
な
い
}私合同・
)
C

こ
れ
に
よ

っ

て
、
行
為
者
は
特
定
か
っ
少
数
の
被
古
半
刊
の
、
財
物
に
対
す
る
窃
裕
等
へ

と、

さ
ら
に
ん
向
付
け
ら
れ
る
。

で
は
、
「
刑
の
必
要
的
免
除
」
は
か
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
「
阿
居
」
に
よ
っ

て
正
当
化
さ
れ
る
か
。
一
川
凶
条
項
が
適
刑
さ
れ
る
た
め
に
必
攻
な
親

扶
関
係
は
、
当
該
財
物
の
帰
属
を
巡
っ
て
利
害
対
由
す
る
行
為
昔
と
被
古

者
(
所
令
苫
止
ぴ
占
有
者
)

1

こ
の
間
で
あ
る
か
ら
(
援
訣
半
成
六
年
七
月

九
H 
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刑
生
四
八
を
よ
ヰ
ロ
勺
一
ー
ん
己
責
参
照
η

ま
た
本
条
一
項
苦
闘
G

こ
れ
に
対
L
亡
、

ii 
ヒ

." 
項
は
、
当
散
肘
拘

(院
吻
}
の
帰
属
を
巡
る
利
答
対
リ
し
な
い
む
品
苔
L
Y

一本
犯
官

と
の
問
に
税
拡
山阿保
を
必
畏
と
す
る
=
最
決
昭
和
-
八
年

月
八

n刑
袋
一

七
巷

一
号
ニ
ム
ム
ヒ

μ寄
照

{羽
特
界
規
定
が
な
い
こ
と
に
一辻
堂
ー

し
た
が
っ
て、

同
羽
で
は

以
下
で
述
べ
る
山
砲
は
生
じ
な
い
)
、
犯
非
成
立
な
い
し
古
川
升
の
中
核
を
担
、
つ

科
州
の
寸
能
性
を
排
除
す
る
に
は
、
比
蚊
的
強
い
根
拠
が
必
要
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
同
居
」
が
そ
れ
を
提
供
す
る
か
に
は
、
疑
問
的
余
地
が
あ
る
ο

な
ぜ
な
ら
、
本
条
項
が
由
一
価
を
発
出
押
す
る
場
向
は
、

質
的
ま
た
は
主
的
に
、

川
市
牛
活
に
必
泣
な
財
物
ぜ
あ
る
と
は
必
ず
し
も
百
い
得
な
い
財
物
的
窃

盗
等
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
被
害
者
の
所
有
仁
川
町
る
財
物
の
す
べ

て
が
一ゅ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
と
は
言
い
得
企
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る

一
つ
ま
り
、
門
市
庁
活
に
必
要
な
別
物
で
あ
れ
ば
、
利
吉
村
ム
眠
状
況
は
続
刊
さ

れ
る
こ
古
い
何
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
肱
扶
と
し
て
当
訟
財
物
を
巡
る
判
告
対
守
口
状

況
は
緩
和
喜
れ
な
い
ま
ま
な
の
で
あ
る
コ

し
た
が
っ
て
、
「
同
病
」
は
「
刑
の
必
要
的
免
除
」
を
十
分
に
は
ム
当

化
し
特
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
窓
昧
で
、
二
凶
同
条

一
項
の
法
的
効

果
が
合
珂
的
で
あ
る
と
は
-
冒
い
難
い
と
一言
え
よ
う

{こ
の
こ
と
は

刑
の
卦

型
的
免
除
」
を
鶏
礎
づ
け
る
犯
則
的
学
説
が
必
ず
し
も
成
功
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
、



如
実
に
主
れ
て
い
る
よ
う
に
囚
わ
れ
る
近
町
、
ふ
条
を
一
昨
訓
叫
ん
対
野
と
す
べ
き
と
の

斗
法
論
的
な
批
刊
提
案
を
す
る
見
解
が
令
心
で
あ
る
=
倒
、
ズ
ば
、

H
高
以
内
「
親
族

川
刊
盗
例
問
問
題
ト
門
」
宵
寸
法
七
六
サ
ご
九
λ
九〕

一
貫
、
佐
伯

Lι
週
垣
内
弘
人

『刑

法
と
民

μ
の
対
J

品川」

。

二
凶
一
貫
下
段
「
注
目
内
発
一
旦
、
汁
科
卒
宍
月
子
一
親

民
間
の
財
産
犯
罪
」
内
田
f

え
附
先
生
ト
門
祈
祝
賀
論
文
集
〔
一
〈
〉
〔
¥
一
〕
一
一
半
一
山
以
下
、

松
片
孝
則
寸
刑
法
各
前
孔
市
長
』
「
制
訂
収
、
一
り
の
六
〕
一
心
左
門
寺
山
崎
)
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
本
決
定
は
一
川
一
四
条
一
頃
の
「
刑
の
必
要
的
免
除
」
だ
か
ら
こ
そ

適
刷
等
を
否
ー
廷
し
た
も
の
と
珂
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
さ
の
よ
門
は
、
本

決
定
が
刑
法
一
回
同
条
一
羽
は
」
-
そ
の
「
刑
の
必
要
的
免
除
」
に
限
定
す
る
か
の

よ
う
に
刊
一
ぶ
し
て
い
る
山
に
見
出
主
れ
る
べ
き
ご
あ
き
、
ま
た
、
そ
う
解
す
べ
き

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

刑事判例叶究

四
E

H

収
後
に
、
(
以
上
町
柏
討
か
勺
明
?
か
で
は
あ
る
が
」
本
次
定
の
射
科
を

簡
単
に
将
一
認
し
て
お
く
ま
ず
、
本
条
項
を
準
用
す
る
一
立
て
染
及
び
一

五
五
条
に
も
及
ぶ
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
(
絞
桐
原

μ
一
九
問
員
三
し

か
し
、
一
口
五
条
に
は
及
ば
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
法
的
効
果
が
そ
も

そ
も
「
刑
の
必
史
的
免
除
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
(
同
条
の
心
的
効
米
は
「
刑

の
作
品
足
的
免
除
」
で
あ
る
二
ま
た
、

一
台
七
条
に
も
此
ば
な
い
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
在
ぜ
な
ら
、
そ
の
法
的
効
県
が
一
四
川
条
一
取
の
「
刑
の
必
民

的
免
除
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
戸
な
お
、
本
決
土
は
東
京
同
判
附
和
川
九
年
十
六

月
一
七
日
高
刑
吐
一
七
巻
ニ
ロ
勺
一
九
一
貝
と
事
煮
を
異
に
す
る
c

木
決

U
1
一
配
何
者
一

で
な
い
こ
と
が
前
提
E
あ
る
が
、

H
刊
決
は
そ
の
剛
拡
に
問
L
て
刊
M

m

J

て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
後
掲
林

人
人
員
弁
技
開
-

許
者
の
知
り
得
た
、
本
決
定
の
解
説
と
し
て
、
判
時
一
九
凶
四
号
一

六
九
員
、
判
タ
二
一
口
号
一
ハ
頁
、
山
口
俗
之
・
判
時
一
九
八
一
一

号

一

R
f叫
に
三
二
山
以
下
J

が
、
評
釈
と
し
て
、
内
海
日

LJm・
セ

レ
ク
ト
一

C
O
六
ヘ
日
教
一
一
一
八

U
別
冊
刊
斜
-
三
七
頁
、
川
一
②
刑
事
法

ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
り
七
一
頁
、
清
水
晴
牛
・
山
鴎
一
同
巻
一
り
一
九

λ
R

へ
特
に
二
阿
賀
以
)
、
税
家
和
「
・
研
修
七
り
じ
号
一
七
司
、
箭
野
中

古
郎
・
新
恨
一
一
凶
巻
三
H

阿
号
一
九
五
頁
、
行
直
ノ
」
・
受
験
刻
報
ハ

七
一
号
一
一
百
円
、
林
斡
人
平
成
一
八
年
直
正
判
解
一
ン
コ
リ
一
二
二
一

号

)

六

七

頁

、

原

日

仲

大

速

報

判

例

解

説

号

九

三

頁

、

刑

囚

雅
英
・
最
新
重
要
判
例
一
五
つ
「
刑
法
」
〔
第
六
版
〕
一
七
百
八
、
松

同
孝
明
・
法
セ
ミ
ハ
二
二
号
二

O
頁
が
あ
る
(
以
上
、
本
十
音
恥
)

※
脱
稿
(
平
成
一
口
年
月
丘
円
)
後
、
伝
一
本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、

H

高
義
博
・
よ
専
修
大
学
口

1
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
号
三
頁
に
、
ま
た
ち
J

未

成
年
後
見
人
に
よ
る
未
成
年
被
後
見
人
所
有
の
財
物
の
横
領
に
二
凶

川
条
一
項
を
、
週
崩
し
な
い
じ
u
判
不
し
た
、
長
決
平
成
。
刊
一
月
一

八
日
裁
時
一
同
五
回
せ
一
同

R
に
、
そ
れ
ぞ
れ
接
し
た
り
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